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GPB-1 のアップデート
CIU-2 または CIU-3 を使用して、PCから GPB-1 をアップデートできます。

＊アップデートには、以下のものが必要です。
● CGY760R 接続コード (GPB-1 付製品に付属 )
● CIU-2 または CIU-3（別売）
●二又コード ( 別売＊ CIU-3 には付属 )
●受信機バッテリー

① GPB-1 のアップデートファイルをダウンロード　
 GPB-1 のアップデートファイルを、Futaba WEB (http://www.
rc.futaba.co.jp/dl/index.html) より、お持ちの PC にダウンロー
ドします。

② ダウンロードしたアップデートファ
イル（zip 圧縮形式）を展開（解凍）
します。

③  上の接続図を参考にGPB-1、CIU-2 または CIU-3 と PC を接続します。

二又コード

CGY760R 接続コード 

バッテリー

スイッチ

インターネットに接続可能で、
CIU-2 または CIU-3 のドライバー
ソフトがインストールされた PC

CIU-2 ／ CIU-3

PC の
USB ポートへ

main.bin
Updater(Highspeed)
Updater(Lowspeed)

接続図
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GPB-1 側PC 側

⑤ PCで実行ファイルを起動します。

④ CIU-3 をお使いの場合は、GPB-1 の [Enter]キー
と [Esc/Page]キーを押しながら電源スイッチを
ONにします。画面のバックライトが点灯し、表
示するまで [Enter]キーと [Esc/Page]キーを押し
たままにする。

CIU-2 をお使いの場合は、GPB-1 の [ /+]キーと
[ /-]キーを押しながら電源スイッチをONにし
ます。画面のバックライトが点灯し、表示する
まで [ /+]キーと [ /-]キーを押したままにする。

ダブル
クリック

   

[Enter] と [Esc/Page] を押しながら電源ON

CIU-3 の場合

CIU-2 の場合

注意

アップデート中は、絶対に電源
を OFF したりバッテリーを取り
外さないでください。GPB-1 が
故障する可能性があります。

CIU-2 の場合CIU-3 の場合

OK

[OK] をクリック

[ アップデート開始 ]をクリック

50 秒から 5分程お待ちください。
！ 電源を切ってはいけません

CIU-3 使用　⇒ Updata(Highspeed)

CIU-2 使用　⇒ Updata(Lowspeed)

アップデート
開始

[ /+] と [ /-] を押しながら電源ON
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GPB-1 側PC 側

⑥正常に完了したメッセージ [SUCCESS]が出てから、
電源をOFF にしてください。

⑦ [ インフォメーション ] 画面でバージョンを確認
してください。

⑧必ず各設定の確認・動作確認を行なってからご使
用ください。

※アップデート中の異常について

アップデート中にケーブルが抜けたり、接触不
良が起きた場合、アップデートが途中で停止し
ます。その場合は、再度アップデートを最初か
らやり直してください。
なおアップデートできない場合は、Futaba カス
タマーサービスまでご相談ください。

このような画面が表示された
ら、はじめからアップデート
をやりなおしてください。

OKをクリックして終了

エラー表示

50 秒から 5分程お待ちください。

[OK] をクリック
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Ver.8.0 変更内容

※ Ver.8.0 は飛行機用専用です。ヘリ用ジャイロは使用できません。

1. GYA573 のステアリング (RUD4) ジャイロ機能に対応しました。
2. GYA483 に対応しました。
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Ver.4.3 変更内容

Ver.4.4 変更内容

Ver.6.0 変更内容

Ver.7.0 変更内容

Ver.4.2 変更内容

HPS-HC701 および HPS-HT700 のサーボタイプ切り替えに対応しました。

1. HPS-H701 のサーボタイプ切り替えに対応しました。
2. HPS-HC701 および HPS-HT700 の Ver2.0 に対応しました。
    アップデート前は V1、Ver2.0 のアップデート後は V2が表示されるようになります。

Ver.5.0 変更内容
CGY770R に対応しました。

飛行機用ジャイロGYA573 に対応しました。 Ver.6.0 は飛行機用専用です。ヘリ用ジャイロは
使用できません。

飛行機用ジャイロGYA573V6.x ベクター・ノズル機能に対応しました。 
また、Camber Mix の設定レート範囲を± 100 から± 200 へ拡張しました。
Ver.7.0 は飛行機用ジャイロ専用です。ヘリ用ジャイロには使用できません。

Ver.5.2 変更内容
S-HC501 のサーボタイプ切り替えに対応しました。

Ver.5.1 変更内容
GYA553 V4 に対応しました。

飛行機用ジャイロGYA553 の機能追加

1.エルロン 3/ エルロン 4が設定可能になりました。
2. SB/RU2 アウト (S.BUS 出力）で S.BUS(HS)---SV サーボと S.BUS(STD)---S3175HV, DLPH-1 など
が選択できるようになりました。
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GYA553 --- パラメータ設定に AIL/ELE/RUD の保持力設定を追加
AVCS モード時の機体の姿勢保持力を調整できます。
数値を小さくすると保持力が弱くなり、操作フィーリングがノーマル・モードに近づきます。 

CGY760R/755 ---GOV ベーシックメニュー 5/6 の「カイテンスウセンサー」画面
CGY760R/755 の GOV ベーシックメニュー 6/6 で、「SBUS2rpmアウト」の設定を INH に
設定した場合でも、GOVベーシックメニュー 5/6 の「カイテンスウセンサー」画面で、回
転数センサーテストを行えるようにしました。

ホーム画面 設定画面 1/7（基本設定）

設定画面 6/7（保持力）ベーシックメニュー画面

[ /+] キー長押し
[ /+] または [ /-] キー
を押してページ移動

[ /+] または [ /-] キー
を押してカーソル移動

[Enter] キーを押す

ジャイロ・プログラム・ボックス　GPB-1 に最新ソフトウェア（Ver4.1 ～）をインストー
ルすることで、飛行機用ジャイロ GYA553 のパラメータ設定に AIL/ELE/RUD の保持力
設定を追加しました。また、3軸ジャイロ CGY760R/755 の GOV ベーシックメニューの
「SBUS2rpmアウト」の設定に関係なく、画面で回転数センサーテストが実行できるよう
にしました。

Ver.4.1 変更内容
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設定説明書

GPB-1 for GYA

※ GPB-1 Ver.8.x は、飛行機用GYAジャイロ専用です。
ヘリコプター用ジャイロ (CGY760R や CGY770R) の設定はできません。
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GPB-1 Ver.8.0~

GPB-1 アップデートソフト
GPB-1 Ver.8.0~ をインス
トール

Ux へ

GPB-1

受信機用バッテリー

Gx

P.BOX へ

接続コード（ジャイロに付属）

GYA483 の場合

GYA573 の場合

ジャイロに付属している接続ケーブ
ル（３線）でGPB-1 の Gx コネクタ
ーとジャイロのUx/P.BOX コネクタ
ーを接続します。

ジャイロの空きポートへ接続します。
（どのポートでも構いません。）

注意
 ジャイロと GPB-1 の接続ケーブルの抜き差しは、必ず電
源をOFF の状態で行う。

GPB-1 Ver.8.0~

[Enter] 押し

GPB-1 とジャイロの接続GPB-1 とジャイロの接続

基本的な設定変更のキー操作基本的な設定変更のキー操作

カーソル（黒枠）

この２つのキーでカーソル（黒枠）が移動

Enter キーを押すと白枠
（変更モード）に変わる

ページ送り

各設定画面から

ホーム画面へ戻ります

設定変更したあとにジャイロへデータを
保存する時にこの表示がでます。（短時間）

この状態（変更モード）
で

を押すと数値が変わる

を押すと数値が確定

の指示がでる項目は指示に従ってください

[Esc/Page] キー長押し



10

GPB-1 に保存されている設定データをジ
ャイロに書き込む

※ CGYヘリ用ジャイロのデータをGYA
飛行機用ジャイロのデータを書き込
むことはできません。

※GPB-1 は Gx ポートに S.BUS/S.BUS2
サーボとバッテリーを二又コードで
接続することでサーボのパラメータ
設定ができます。※GPB-1 には最後に読み込まれた１機

分のデータしか保存できません。
※GYA573 のデータをGYA553 に書き込
むことはできません。

※他機種のデータをGYA483 に書き込む
ことはできません。

※書き込み完了後、ジャイロの電源を入
れ直してください。追加された機能の
データが展開されます。

接続したジャイロの設定データを、
GPB-1 に読み込んで保存する。

S.BUS サーボのパラメータ設定
メニュー

電源を ONにするとGPB-1 が起動し、オープニング画面を表示します。

注意

[Enter]、[ESC/Page] キーは、ジャイロまたは、GPB-1 のデータ
が書き換わるため、操作キーを必ず確認する。

オープニング画面

カキコミ画面

ホーム画面

SBUS サーボメニュー画面

[ /+] キー長押し

[ /+] キー押し

[Enter] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

[Enter] キー押し

[Enter] キー長押し

ヘリ用 CGY ジャイロのデータがGPB-1 に読み込まれて
いた場合（はじめに使用するとき）
ヘリ用 CGYから飛行機用GYAに変更します。
２回目以降GYAのみで使用する場合設定不要

オープニング画面オープニング画面

* GPB-1 に GYROが接続されてないとオープニング画面
から Enter キー長押しでこの画面へ移行します。

GPB-1 に保存されているGYRO設定データを
確認したい場合は『ハイ』で確認できます。
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ホーム画面の表示内容
ホーム画面は、電圧、ジャイロ動作モード、
感度などの基本情報を表示します。

ホーム画面ホーム画面

ジャイロ動作モード・感度（ゲ
イン）表示：
エルロン、エレベーター、ラ
ダー軸の AVCS またはノーマ
ルの動作モードと設定感度を
表示します。

電圧表示
ジャイロに入力された
電圧を表示します。

機種名表示
読み込んだデータの機種名を
表示します。

ベーシックメニューベーシックメニュー

◆設定

◆ SBUS ベーシック

カーソルを移動 Enter で移動

GYA573 ホーム画面

ベーシックメニュー画面 [ /+] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

P33

P35
P34

ベクター・ノズル設定を行い ELE3
および RUD3 の操作 CHが設定され
ると、ELE3 と RUD3 のジャイロ・
ゲインの設定値を表示します。
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ベーシックメニューベーシックメニュー

◆設定

◆ SBUS ベーシック

カーソルを移動 Enter で移動

GYA483 ホーム画面

ベーシックメニュー画面 [ /+] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

P33
P34
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設定設定

機体へのジャイロ搭載方向を入力します。

カーソルを移動

このキーで変更 Enter キーで
確定

Enter で変更
モードへ

設定　1/9　ジャイロ セット方向

GYA573 の場合
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このキーで変更 Enter キーで
確定

設定設定

設定　1/9　ジャイロ セット方向

GYA483 の場合
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設定設定

使用する機体に合わせて変更します。

主翼のタイプを入力します。

設定　1/9　主翼 / 尾翼

尾翼のタイプを入力します。

カーソルを移動

Enter で変更
モードへ

このキーで変更 Enter キーで
確定
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設定設定

ご使用のサーボにあわせてサーボタイプを
入力します。

設定　1/9　サーボタイプ

デジタルサーボ

アナログサーボ

カーソルを移動
Enter で変更
モードへ

このキーで変更 Enter キーで
確定

※GYA483 の S.BUS 出力は
ハイスピードになります。

※GYA483 の S.BUS 出力は
スタンダードモードにな
ります。
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設定設定

SB/R2 のポートを選択します。

設定　1/9　SB/R2  アウト

ラダーサーボを２つ使用する場合

このポートをスロットルに
使用できます。

機種方向マーク

モード SW データ SW

モード LED

エルロン 

プログラム・ボックス S.BUS 2

エルロン 2
エレベーター エレベーター 2

ラダー
S.BUS/ラダー2

データ LED

CH3(THR)

ラダー 2

カーソルを移動

Enter で変更
モードへ

このキーで変更

このキーで変更

Enter キーで
確定

Enter キーで
確定

S.BUS(HS)

S.BUS(STD)

SV サーボを接続する場合は、S.BUS(HS)
をご使用ください。

GYA573 で は、S.BUS2 の 入 力 信 号 が
26CH の場合、出力も自動的に 26CH 出力
となります。

GYA573 で は、S.BUS2 の 入 力 信 号 が
26CH の場合、出力も自動的に 26CH 出力
となります。

S3175HV、DLPH-1 など、S.BUS(HS) では動
作しない場合、S.BUS(STD) を使用してくだ
さい。

※GYA483 にこの設定はありません。
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設定設定

設定　1/9　ドウサモード
1軸設定

※GYA483 のみの設定です。

受信機

CH
1

CH
2

CH
3

CH
4

CH
5

CH
6

エルロン

S.BUS/S.BUS 2 受信機

S.BUS 2

1st
エルロン

Sx へ Ux へ

Rx へ

2nd
エルロン

・感度を CH5 で操作する例

エルロン１軸で PWM接続 エルロン１軸で S.BUS 接続

1軸のみ使用する場合は
ドウサモードを "1" にし
ます。

AIL/AIL2 とした場合

カーソルを移動

Enter で変更
モードへ

このキーで変更 Enter キーで
確定
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設定設定

1軸設定
設定　1/9　ドウサモード ※GYA483 のみの設定です。

受信機

CH
1

CH
2

CH
3

CH
4

CH
5

CH
6

エレベー
ター

S.BUS/S.BUS 2 受信機

S.BUS 2

1st エレ
ベーター

Sx へ Ux へ

Rx へ

2nd エレ
ベーター

・感度を CH5 で操作する例

エレベーター１軸で PWM接続 エレベーター１軸で S.BUS 接続

ELE/ELE2 とした場合

このキーで変更 Enter キーで
確定
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設定　1/9　ドウサモード ※GYA483 のみの設定です。

受信機

CH
1

CH
2

CH
3

CH
4

CH
5

CH
6

ラダー

S.BUS/S.BUS 2 受信機

S.BUS 2

1st
ラダー

Sx へ Ux へ

Rx へ

2nd
ラダー

・感度を CH5 で操作する例

ラダー１軸で PWM接続 ラダー１軸で S.BUS 接続

RUD/RUD2 とした場合

このキーで変更 Enter キーで
確定

1 軸設定

設定設定



21

設定設定

設定　1/9　ドウサモード ※GYA483 のみの設定です。

S.BUS/S.BUS2 receiver

S.BUS 2

Aileron

to Sx to Ux

to Rx

Elevator

エルロン /エレベーター 2軸で S.BUS 接続

2軸使用する場合は
ドウサモードを "2"
にします。

2軸使用する場合は
受信機と PWM接続
できません。

AIL/ELE とした場合

カーソルを移動

Enter で変更
モードへ

このキーで変更 Enter キーで
確定

2 軸設定
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設定設定

設定　1/9　ドウサモード ※GYA483 のみの設定です。

S.BUS 2

Elevator Rudder

S.BUS/S.BUS2 receiver

to Sx to Ux

to Rx

エレベーター /ラダー 2軸で S.BUS 接続

2軸使用する場合は
受信機と PWM接続
できません。

AIL/RUD とした場合

カーソルを移動

Enter で変更
モードへ

このキーで変更 Enter キーで
確定

2 軸設定
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設定　1/9　ドウサモード ※GYA483 のみの設定です。

S.BUS 2

Aileron Rudder

S.BUS/S.BUS2 receiver

to Sx to Ux

to Rx

エルロン /ラダー 2軸で S.BUS 接続

2軸使用する場合は
受信機と PWM接続
できません。

AIL/RUD とした場合

カーソルを移動

Enter で変更
モードへ

このキーで変更 Enter キーで
確定

2 軸設定

設定設定
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設定　1/9　ドウサモード
3軸設定

※GYA483 のみの設定です。

GPB-1/Tx

S.BUS 2

HUB HUB

HUB

S.BUS/S.BUS 2 受信機

S.BUS/S.BUS 2 サーボ

エレベー
ター

ラダー

エルロン エルロン
2

エレベー
タ 2

ラダー 2

3 軸使用する場合はドウ
サモードを "3" にします。

S.B/Pbox とした場合

カーソルを移動

Enter で変更
モードへ

このキーで変更 Enter キーで
確定

設定設定

！各 S.BUS/S.BUS2 サーボ
の CH設定が必要です。
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設定　1/9　ドウサモード
3軸設定

※GYA483 のみの設定です。

S.BUS/S.BUS 2 受信機

S.BUS/S.BUS 2 サーボ

S.BUS 2

エレベー
ター

ラダー

エルロン

HUB
スロット
ル /ESC

S.BUS/S.BUS 2 受信機

S.BUS/S.BUS 2 サーボ

S.BUS 2

エレベー
ター

ラダー

エルロン

HUB HUB

エルロン
2

エレベー
タ 2

ラダー 2

S.BUS/TH とした場合

設定設定

！各 S.BUS/S.BUS2 サーボ
の CH設定が必要です。
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設定設定

ジャイロ動作方向を入力します。

各舵のニュートラル位置を調整できます。

設定　2/9   ジャイロ動作

設定　3/9　ニュートラルオフセット

機体を左に傾けてエルロンが右に
動作するかチェック

機体を上に傾けてエレベーターがダウンに動
作するかチェック

地上で機体を右に振ってみてラダーが左に動
作するかチェック

ニュートラル位置になるように数値を調整

設定変更の詳細は前項と同じです。設定変更の詳細は前項と同じです。
[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を
ご参照ください。ご参照ください。

SB/R2 ポートの出力が「S.BUS(HS)」
または「S.BUS(STD)」が選択されてい
ると、設定メニューに、AIL3 と AIL4
の設定項目が表示されます。

※ AIL3 と AIL4 の設定は GYA本体のボ
タン設定では設定できません。

SB/R2 ポ ートの出力が「S.BUS(HS)」 または
「S.BUS(STD)」が選択されていると、設定メニュー
に、AIL3 と AIL4 の設定項目が表示されます。

※ AIL3 と AIL4 の設定は GYA本体のボタ
ン設定では設定できません。

設定変更の詳細は前項と同じです。設定変更の詳細は前項と同じです。
[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を
ご参照ください。ご参照ください。
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設定設定

各舵のリミット位置（最大動作位置）
を調整します。

使用している舵は、すべて調整してください。

設定　4/9　サーボリミット

設定　5/9　サーボリミット

エルロン・スティック
を右フル操作して

エルロン・スティック
を左フル操作して

（エルロン）

（エルロン）

最大動作位置になるように
数値（％）を調整

最大動作位置になるように
数値（％）を調整

エルロンの例

設定変更の詳細は前項と同じです。設定変更の詳細は前項と同じです。
[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を
ご参照ください。ご参照ください。

SB/R2 ポートの出力が「S.BUS(HS)」または
「S.BUS(STD)」が選択されていると、設定メ
ニューに、AIL3 と AIL4 の設定項目が表示され
ます。

※ AIL3 と AIL4 の設定は GYA573 本体の
ボタン設定では設定できません。
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設定設定

設定変更の詳細は前項と同じです。設定変更の詳細は前項と同じです。
[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を
ご参照ください。ご参照ください。

設定　6/9　保持力の調整

C1 C5
-100% 100%-35% 35%0%

C1 C3 C5C4C2

-100% 100%-25%-75% 75%25%0%

-100%

100%

0%

送信機のチャンネル操作で、現在のナンバー C1～ C5を表示します。

送信機のフライト・コンディション機能のように、送信機からのスイッチ操作で、AVCSモードの機体の姿勢保持力レートを最

大 5通りのデータを設定して、切替えて使用することができます。送信機の AFR機能のあるチャンネルに保持力レート切替ス

イッチを設定し、AFRのポイントカーブで各レート毎にポイントを設定して切り替えることができます。フライトコンディショ

ン機能を使用して、フライト・コンディション・スイッチと連動させることも可能です。

DG1 または DG2 の SW に設定した場合

スイッチチャンネルレート

チャンネルレート
ダイヤルやレバー に設定した場合

C1

C5

S.BUS ベーシック画面 2/3

保持力レートの表示

各レート（C1～ C5）の「保持力」
を表示し、調整することができます。

AVCS モード時の機体の姿勢保持力を調整できます。
数値を小さくすると保持力が弱くなり、操作フィーリングがノーマル・モードに近づきます。
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設定設定

S.BUS ベーシック画面 2/3

設定　7/9　4Dフライトジャイロリバースモードの調整

設定　8/9　4Dフライトモードの調整
8 ページ目は、ジャイロ動作の細部のパラメーター設定を行います。

AET (BK), AET (FW)機能は、前進、バック遷移時の機体の飛行姿勢の推定を行い、ジャイロ制御を最適化します。機体姿勢変化

が早い場合は値を小さくします。姿勢変化が緩やかな場合は値を大きくします。前進、バック遷移時の補正値を独立に設定で

きます。設定範囲は 0～ 30です。OPCパラメーターは、制御量の増加と減少時の速度調整を行います。設定範囲は 0～ 27です。

設定例の値は、SkyLeaf-STの標準設定値になります。機体の特性や、フライトスタイルにより最適値が変わります。

7-8 ページは 4Dバック飛行の設定です。
詳細の設定は Futaba ホームページGYA 
4D フライトセッティングマニュアルを
ご参照ください。

GYA553 ～ Ver.3 では設定画面が表示さ
れません。

GYA553 Ver.4/GYA573/GYA483 は設定可
能です。

7ページ目は、ジャイロリバースモードの設定になります。バック飛行時に、エルロン、エレベー
ター、ラダーの制御方向をリバースにするかの選択を行います。通常バック飛行時は、全て
の舵の操舵方向が逆になりますので、ジャイロの制御方向もリバースにします。
前進 (FW)、バック (BK）の切り替えは、S.BUS ベーシックの 4Dフライトの設定 CHで行ないます。スロットルスティックの中
点付近から上側が前進、下側がバックになるように設定します。
詳細の切り替えポイントの設定については、送信機の設定を参照願います。
ジャイロリバースモード時は、機体の傾き方向と同方向にジャイロが制御します。前進・バックと切り替えて、ジャイロの制
御方向が正しく切り替わるかの確認してください。
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設定設定

各設定項目のリセットを行います。
実行後は出荷時の初期値に戻ります。

※  GYA483とGYA573の場合は、エアブレー
キ・キャンバ ミックス・ベクターノズ
ルの設定も初期化されます。

設定　9/9　リセット

GYA573 の場合

GYA573 の場合は、E2/TH ポートを、
ELE2 出力または CH3(THR) 出力に設定
できます。
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GYA553 の場合

SBUS ベーシックメニューSBUS ベーシックメニュー

使用する送信機に合わせて、各ファンクションの CH設定をします。使用しないファンクショ
ンは INHに設定します。

警告
 ジャイロと送信機が接続している場合のみ、設定変更が可能です。ジャ
イロと送信機の CHが必ず一致するように設定します。送信機の CH
を変更した場合、ジャイロも変更が必要です。

カーソルを移動するとチャンネル
が変更できます。

オートリカバリーを ON/OFF させ
るスイッチのチャンネル設定です。

! 10 CH ON

設定変更の詳細は前項と同じです。設定変更の詳細は前項と同じです。
[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を
ご参照ください。ご参照ください。

設定変更の詳細は前項と同じです。設定変更の詳細は前項と同じです。
[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を
ご参照ください。ご参照ください。

設定変更の詳細は前項と同じです。設定変更の詳細は前項と同じです。
[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を[ 基本的な設定変更のキー操作 ] を
ご参照ください。ご参照ください。

レート切替に使用する CHを選びます。

保持力レート C2～ C5

SB/R2 ポートの出力が「S.BUS(HS)」または「S.BUS(STD)」が選
択されているとAIL3 と AIL4 の CH設定項目が表示されます。
ここで、AIL3 と AIL4 のの操作 CHを設定すると、ジャイロ制御
された信号が、S.BUS 出力の該当 CHに出力されます。
※ 送信機側のファンクション設定画面の操作 CHと CH設定と
合わせてください。

※ AIL3とAIL4のCH設定が INHのときは、ジャイロ制御されず、
送信機から送られたデータがそのまま出力されます。
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S.BUS ベーシック項目のリセットを行います。
実行後は出荷時の初期値に戻ります。

カーソルを " リセット " へ移動させて Enter キーを
押し左の画面の状態で Enter キーを１秒押すと初期
値にリセットされます。

ロールフラット機能をON/OFF させるスイッチの
チャンネル設定です。
ON する位置のパルス幅で、ロールフラットが
ONするロール角を設定できます。
( 本設定 CHの送信機側 AFR レートなどで設定し
ます。)

ロール・フラット・スイッチ・チャンネルがニュートラルか
ら -レート側のときにロールフラット機能がACTになります。

ロール・フラット・スイッチ・チャンネルの動作位置の AFR
レートの 1/2 がロールフラットがONになるロール角です。

【例】 ロール・フラット・スイッチ・チャンネル動作位置の
AFRレートが-50%の場合で、ロール角が±25°以内ならロー
ルフラット機能がONになります。

SBUS ベーシックメニューSBUS ベーシックメニュー

【ロール・フラット機能】 
ロール軸だけ水平 ( ロール角 0° ) を維持する機能です。用途としては、着陸進入時に使用すると、機体
を水平に保ちますので、エルロン操作が楽になり、スロットル、エレベーター操作に集中でき、着陸操
作が楽になります。また、機体が背面時も同様に背面水平維持をしますので、上空飛行時の水平飛行の
確認に役立ちます。ロールフラット機能がオンになるロール角は、着陸時は、10°～ 15°、上空水平
飛行時は、15°～ 20°程度に設定すると、違和感の無い飛行になります。

ロール・フラット機能がONする条件 ( 下記条件が全てそろったとき )
１） ロール・フラット・スイッチ・チャンネルの設定がされている場合 (INHでない場合 ) 
２） ロール・フラット・スイッチ・チャンネルの操作位置が、送信機のAFR 設定画面で見たとき、ニュートラルより -側の時
３） ロール・フラット・スイッチ・チャンネルの操作位置を送信機の AFR 設定画面で見たとき、レート値Wp(%) であったとき、
機体のロール軸の傾き角が、Wp/2( 度 ) 以内の時

４） エルロン・スティックの操作位置がニュートラルの時
５） 機体のピッチ軸の傾き角が、± 60°以内の時

【例】ロール・フラット・スイッチ・チャンネルが CH15 のとき、CH15 の動作位置が AFR レート -50%
の位置とすると、ロール角が± 25°以内であればロール・フラット機能がONするロール角となります。

ロール・フラット・スイッチ・チャンネルの動作位置がAFR レート -100%以下のとき、通常のオー
ト・リカバリー・モードが動作します。
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エアブレーキ機能エアブレーキ機能

送信機のエアブレーキ機能と同等の機能です。レート A1/A2 の 2レートの設定が可能です。
( 動作量は送信機のエアブレーキ機能よりも、やや少なくなります。送信機のエアブレーキ機
能を使用できない AVCS モードでも使用可能です。)

エアブレーキ Mix レートの No. 表示
エアブレーキ は A1 と A2 の 2 レートの設定が
可能です。

各舵の動作スピード設定
設定範囲 ： 0 ～ 27
IN はエアブレーキ Mix が ONするときの動作スピードです。
OUT はエアブレーキ Mix が OFF するときのスピードです。
A1⇔ A2 の切替時は、ONするほう (IN 側 ) のスピード設定が
優先されます。

エアブレーキ Mix の ON/OFF CH  設定 
設定範囲 ； INH，CH1 ～ CH16，DG1，DG2
同一 CHのパルス幅で A1と A2 のレートが切り替わります。
送信機側の AFR で設定します。

各舵の動作レート (-250 ～ 0 ～ +250)

A1 が OFF で A2 が ONの領域 (-50%以下 )

A1 が ONで A2が OFF の領域 ( ニュートラルから -50%)

A1 も A2 も OFF の領域 ( ニュートラルから + レート側 )

エアーブレーキ ON状態でもロールフラット
は機能します。
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キャンバーミキシング機能キャンバーミキシング機能

送信機のキャンバーミキシング機能と同等の機能です。
( 送信機のキャンバーミキシング機能を使用できないAVCS モードでも使用可能です。)

Camber Mix ON/OFF 設定
[ 表示 ]
INH：INH
OFF：Camber Mix が ACT で、マスター CH 未設定の状態です。
ON：Camber Mix は ACT でマスター CH も設定されているが、

ON/OFF CH 未設定の状態です。 (Mixing 動作します。)
ACT：Camber Mix は ACT でマスター CH も ON/OFF CH も設定さ

れている状態 です。

Camber Mix の動作スピード設定 (0 ～ 27)
Mixing OFF ⇒ ON時と ON中にマスター CHを操作したときは IN
側のレートで動作します。
Mixing ON ⇒ OFF 時は OUT 側のレートで動作 します。

Camber Mix ON/OFF CH 設定

設定範囲 ： INH，CH1~CH16，DG1，DG2

AIL 設定画面への遷移ボタン

AIL の動作レート (-200 ～ 0～ +200)
アップ側とダウン側を別々に設定可能です。

ELE の動作レート (-200 ～ 0 ～ +200)
アップ側とダウン側を別々に設定可能です。

ELE 設定画面への遷移ボタン

Camber Mix スイッチ ON
の領域（-50％以下）
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ベクター・ノズル機能    　　  GYA573 のみ GYA483/GYA553 は設定できません。ベクター・ノズル機能    　　  GYA573 のみ GYA483/GYA553 は設定できません。

最新鋭ジェットモデルなどの後方の推力方向（ピッチ軸・ヨー軸）を可変できる機体用の機能
です。ベクター・ノズルの方向制御をジャイロで行います。

EL3 ジャイロの動作方向の設定です。

RU3ジャイロの動作方向の設定です。

RU4ジャイロの動作方向の設定です。

EL3 最大動作量の調整です。

EL3 保持力の調整です。

EL3 の操作 CHを設定します。
RU3の操作CHを設定します。
RU4の操作CHを設定します。

EL3 のゲイン調整 CHを設定します。
RU3のゲイン調整CHを設定します。
RU4のゲイン調整CHを設定します。

EL3 ニュートラル位置の調整です。

RU3 ニュートラル位置の調整です。

RU4 ニュートラル位置の調整です。

RU3 最大動作量の調整です。

RU4 最大動作量の調整です。

RU3保持力の調整です。

RU4保持力の調整です。

EL3
RU3

AVCS モード時の機体の姿勢保持力の調整
です。
数値が小さくなるとノーマル・モードに近
づきます。
C1～ C5 の 5レートの設定が可能です。

設定範囲 ： CH1 ～ CH16，DG1,2

※ベクター・ノズル制御には S.BUS サーボまたは
DLPH などの S.BUS デコーダに接続したサーボ
が必要です。
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DLPH を使用した場合の接続例DLPHを使用した場合の接続例

受信機１個とDLPH-2 の接続例

GYA573

GYA573

GYA483

GYA483

詳細は DLPH-2 の
マニュアルをご参
照ください。

3軸モード

3軸モード
受信機 2個と DLPH-2 の接続例
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1
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1
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